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日 本に おける 100 年間の 豪雨頻度の 経年変化
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1．　はじあに

　地球温暖化の影響などによっ て、豪雨の 発 生頻 度が 増加 する

可 能性が指摘されて い るu 本研究で は、日本に おける 1DO年間

の 日降水量 観測デー
タか ら実際に豪雨頻度が増えて い るか どう

かを調べ 、その 原因を考察した．

2　 データ と　雨の基 準

　使用 したデ
ー

タは、気象庁 の 気 象官署 321也乾にお ける 1900
〜1999年の 日降水量観測 データで ある ul960 年以前の 日降水

量 データは、独 自に 入手 した デジタル データに クオリテ彳一チ ＝

ッ クを行な5て用い て い るu

　豪雨の 基準値 は、それ ぞ れ の 観測 地 点に お ける 100 年 間の

日降水量を多い 順 に並べ たときの 100 位の 値 とし、基準値以 上

の 日降水量が あ っ た場 合を豪雨と定義した。っ まり、1年に 1 回

程度の 大雨を豪雨として い る。

経年 変化の 有意性に つ い て は 、ケン ドール の 順位相関係数を

用い た検定を行い 、
』
危険率 10％以 下を有意とした。

少なか っ たの で、複 合型 を温帯低気圧 ・前線と台風に 1／2 の 割
合 で含め、温 帯低気圧・前線と台風に 関して の み、全国平均 した

豪雨頻度の経年変化を調べ た（表1）。

6、7月の 豪雨の 約 8割が 温帯低気圧・前線 によるもの で、その

頻度 は増加傾 向 に あるこ とか ら、梅 雨前線の 活動が活発化して

い ることが示唆され た、9月の 豪雨は台風によるもの が約 6 割で、

その 頻度は増加傾向に あっ た。一方、8月の 全体 の 篆 雨頻度 は

あまり変化は ない が 、温帯 低気 圧・前線に よるもの は 増加 傾向、

台風によるもの は 減少傾向 にあ っ た。 これ らの 変化傾向の原 因と

して、梅雨季に 目本の 南への 小笠原高気圧の 張り出しが 強くなり、

湿っ た南西流が入りや すくなっ てい るこ とや、台風 の 経 路が変化

して い るこ とが 考 えられ た。

　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 （岬

　 　　 　 　　 　　 　 　　 　年降 水餐 （右軸 ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2000

　

）

2
日

　

（

1
3　　 雨　　と の 　　　

’
匕

図 1に 全 国平均の琴雨頻度と年降水 量の 経年変化を示す。豪

雨頻擘ほ有意倶増加傾向に あ・
？たが、年降 水量 は有意ではな

い が著午の減 少傾向が 見られ ｛梶原ほ か （2002 ・春季気 象学会

予 稿剿 と豪雨の 基準は異なるが同様の 結果を得た。月別では、

豪雨 頻度の 増加傾向が 大きか っ た の は 6、7 、9月で ある。
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年 降水量の 変化 に どの 強 さの 雨が どの ように 寄与してい るか を

調づるた め、階級別の 降水量の 経年変化を調べ た。階級区分 は、

各地点に つ い て豪雨の 基準値を超える 日降水量 （豪雨）を CO と

し、基準値以 下 の 日降水量を基準値の 1／10 の 降水量 毎に区 切

っ て、強 い 雨の 順に C1−ClG とした。図2は全国平均 した階級別

の 降水量の 回帰 直線による 100 年間の 変化量で ある。

図2か ら、強い 降水が 増えて おり、弱 い 降水 が減っ て い ることが

わ か る。特 に、豪雨（CO）の 増加傾向と、　C8−−CIO の 減少傾 向が

顕著で あり統計的にも有意で あるが、強 い 雨に よる増加量よ りも、

弱い 雨に よる減少量の 方が大きい た め に、総降水 量が減 少傾 向

に あるこ とが わか っ た。
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豪雨が発 生 した 日の 天気図を調 べ 、豪雨の 原鷓を特定した。

豪雨の 原因は、温帯低気庄・前線、台風 両者の 複含型、その 他

の 4っ に 分類 した。た だ し、複合型とその 他の 原因によるもの は
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図 1　 年降水蠱と豪雨頻度の経年変化
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図 2　 回 帰直線 に よる階級別降水量の 変 化 量
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表 1　回帰直線に よる 原因騁の豪 雨頻度の 変化量 （日／100年）

温 帯 低 気 圧 ・前 線 台 風

6 月 0．067 0．015

7月 0，054 0．008

8 月 0，037 一
〇．024

9月 O．019 0．052

10 月 0．022 一
〇，019
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